
10広報いが市
2007.  6.  1

叙
勲　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

長
年
に
わ
た
り
国
家
ま
た
は
公
共
に
対
し
功
労
の
あ
る
方
、
社
会
の
各
分
野
に
お
け
る
優
れ
た
行
い
の
あ
る
方

な
ど
に
授
与
さ
れ
る
「
春
の
叙
勲
」
に
市
内
か
ら
３
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
に
は
各
府
省
大
臣
な
ど
か
ら
勲
章
が
伝
達
さ
れ
ま
す
。

　

栄
え
あ
る
受
賞
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
春
の
叙
勲
受
章
者

【
旭
日
小
綬
章
】

中
森　

利
秋 

さ
ん
（
大
谷
）

元
伊
賀
市
議
会
議
員

【
瑞
宝
双
光
章
】

今
井　

喜
一
郎 

さ
ん（
緑
ケ
丘
南
町
）

保
護
司

【
瑞
宝
単
光
章
】

東　

重
伴 

さ
ん
（
島
ヶ
原
）

各
種
統
計
調
査
員

「
保
護
司
と
し
て
31
年
間
、
非
行

防
止
や
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

な
ど
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
を
あ
り
が
た
く
思
う
」

「
犯
罪
や
非
行
に
陥
っ
た
人
の
更

生
活
動
を
実
践
で
き
る
人
づ
く
り

や
地
域
づ
く
り
に
努
め
た
い
」

「
こ
れ
か
ら
も
犯
罪
の
な
い
明
る

い
ま
ち
づ
く
り
に
尽
力
し
て
い
き

た
い
」

「
身
に
余
る
賞
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

「
行
政
職
員
と
し
て
29
年
、
市
議

会
議
員
と
し
て
22
年
努
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
伊
賀
市
合
併
後
の
伊

賀
市
議
会
初
代
議
長
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
」

「
こ
の
栄
誉
あ
る
賞
に
恥
じ
な
い

よ
う
に
、
生
き
て
い
き
た
い
」

「
昼
は
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
、

ほ
と
ん
ど
は
夜
間
に
調
査
票
を
配

り
、
整
理
に
夜
中
ま
で
か
か
っ
た

こ
と
も
あ
っ
た
」

「
奉
仕
の
気
持
ち
が
な
け
れ
ば
、

こ
れ
ほ
ど
長
く
続
け
て
こ
れ
な

か
っ
た
」

「
妻
を
始
め
支
え
て
く
れ
た
人
々

に
感
謝
し
た
い
」

「
今
後
も
続
け
ら
れ
る
だ
け
続
け

て
い
き
た
い
」

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
知
る
権
利
を

尊
重
し
、
行
政
情
報
を
公
開
す
る

こ
と
で
、
皆
さ
ん
の
市
政
参
画
を

す
す
め
、
市
政
に
対
す
る
理
解
と

信
頼
を
さ
ら
に
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
の
制
度
で
す
。

★
公
開
を
請
求
で
き
る
人
は
？

　

市
民
の
方
に
限
ら
ず
、
ど
な
た

で
も
請
求
い
た
だ
け
ま
す
。

★
公
開
請
求
で
き
る
行
政
情
報
は
？

　

実
施
機
関
（
市
役
所
や
市
民
病

院
、
消
防
署
な
ど
）
の
職
員
が

職
務
上
作
成
ま
た
は
取
得
し
た
文

書
、
図
面
な
ど
で
す
。

★
ど
う
や
っ
て
請
求
す
る
の
？

　

次
の
事
項
を
記
載
し
た
書
面
で

請
求
で
き
ま
す
。　

①
住
所
ま
た
は
居
所
・
氏
名
。
法

人
の
場
合
は
、
名
称
・
代
表
者
氏

名
・
所
在
地
。

②
公
開
を
請
求
す
る
行
政
情
報
を

特
定
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

※
請
求
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.city.iga.lg.jp/

）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
情
報
公
開
制
度
と
は
？

情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況

お
知
ら
せ
し
ま
す

★
請
求
の
方
法
は
？

　

直
接
窓
口
で
請
求
す
る
ほ
か
、

郵
便
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
も

請
求
で
き
ま
す
。

※
口
頭
や
電
話
で
請
求
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

★
請
求
で
き
る
場
所
は
？

　

行
政
情
報
を
保
管
し
て
い
る
部

署
お
よ
び
情
報
公
開
室
（
広
聴
広

報
課
内
）
で
請
求
で
き
ま
す
。

　【
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ
】

〒
５
１
８
・
８
５
０
１

伊
賀
市
上
野
丸
之
内
１
１
６
番
地

伊
賀
市
企
画
振
興
部
広
聴
広
報
課

☎
22
・
９
６
３
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22
・
９
６
１
７

kouchou@
city.iga.lg.jp



個
人
情
報
保
護
条
例

運
用
状
況
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三重大学伊賀拠点設置協定書　調印式

春の全国交通安全運動

余野公園つつじ祭

実施機関 請求件数
（申出件数）

決　定　な　ど　の　内　容 不　服
申し立て公　開 部分公開 非公開 不存在 取り下げ

市　長 262 155 98 8 1 1
議　会 17 10 7

教育委員会 17 11 5 1
選挙管理委員会 2 1 1

監査委員 1 1
農業委員会 1 1
公営企業 14 9 3 2
消防長 7 4 3

計 321 191 117 0 12 1 1

情
報
公
開
条
例

運
用
状
況

■
平
成
18
年
度
の
運
用
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　４月２５日、三重大学伊賀拠点を設置するための協定調印式を伊賀
市役所で行いました。三重大学伊賀拠点は、豊かな地域資源を活用し、
産学官の連携による共同研究や人材育成などを推進する施設です。
　今岡市長は「産学官連携の場として思い描いている施設を完成させ
たい。また、完成した施設をどんどん活用してもらうために私どもも
力を尽くしますので、皆さんのご協力をお願いします」と挨拶しました。
　三重大学学長の豊田長康さんは「産学官の連携に力を入れ、共同研
究も多く行っています。地元の皆さんとも連携し、地域産業・文化振
興の全国的な見本となりたいです」と挨拶されました。
　三重大学拠点施設はゆめが丘に設置する予定です。

実施機関 請求件数
（申出件数）

決　定　な　ど　の　内　容 不　服
申し立て公　開 部分公開 非公開 不存在 取り下げ

市　長 2 1 1
議　会 2 2

教育委員会 1 1
公営企業 3 3

計 8 5 3 0 0 0 0

　

平
成
18
年
度
に
請
求
の
あ
っ
た
、
実
施
機
関
別
の
請
求
件
数
と
決
定

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　5月１１日から春の全国交通安全運動が始まり、初日の１１
日には三重県伊賀庁舎西側駐車場で出動式が行われ、伊賀警察
署員や交通安全協会員が参加しました。
　この運動は２０日まで行われ、飲酒運転の根絶、自転車の安
全利用の推進、後部座席を含むシートベルトとチャイルドシー
トの正しい着用の徹底を重点に、啓発活動を行いました。

　５月１３日に第２０回余野公園つつじ祭が開催され、ス
テージでは、都美恵太鼓の演奏から始まり、中高生ダンス
グループ「忍風」によるダンス、ＷＡＩＷＡＩ３Ｂファミ
リーの３Ｂ体操、ミドルズライブによる懐かしい曲の演奏
が行われました。
　また、模擬店では、牛丼や味めし、いなり寿司など色々

な食べ物や、地域の特産品を販売していま
した。牛丼は人気で、沢山の人が買い求め
ようと並んでいました。
　余野公園には約 15,000 本のつつじがあ
り、来場者はつつじの近くにシートを敷き、
思い思いに楽しんでいました。


